
 

 

 

 

 

 

 

 

 

南古谷駅北口開設に向けて、南北連絡自由通路を含む橋上駅舎化整備、南北駅前広場整備、南

古谷伊佐沼線整備を推進しています。令和６年８月に自由通路の実施設計が完了し、その後、川

越市と JR 東日本との間で、令和６年１１月に工事を行うための協定（南北連絡自由通路等整備に

係る施行協定）を締結しました。 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協 定 名】川越線南古谷駅南北連絡自由通路等整備に係る施行協定書 

【概  要】工事の位置、範囲、行程、費用及び負担等について定めたもの。 

【協定期間】令和６年１１月１４日から令和１０年８月３１日まで 

【協定の相手方】東日本旅客鉄道株式会社 大宮支社 

【協定金額】4,557,618 千円（うち自由通路分 1,815,407 千円） 

 

北口側イメージパース 

南口側イメージパース 

川越市 マスコットキャラクター 

ときも 

新しい自由通路等の

イメージです。 

※パースは実施設計に基づく完成

イメージで、今後変更される  

場合があります。 

令和７年1 月 
川越市 
都市計画部都市整備課 
南古谷駅周辺整備担当 
TEL049-224-5964（直通） 
FAX049-224-8712 

№12 

 この通信は、南古谷駅周辺まちづくりの進捗をお知らせするものです 



 

 自由通路等整備に合わせ、南北駅前広場の平面計画を設計しましたので、その概要をお知らせ

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自由通路及び南北駅前広場整備等について、令和７年１月時点において想定される流れは以下

のとおりです。自由通路は令和９年度末までの供用開始を目指し、事業を推進しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北口駅前広場の概要 

〇整備面積：約 3,200 ㎡ 

〇車道幅員：7.0ｍ 

〇歩道幅員：3.5～6.0ｍ 

〇予定施設： 

思いやり乗降場、バス乗降

場、シャトルバス乗降場、

タクシー乗降場、バス・タ

クシープール、上屋（シェ

ルター）、一時利用停車場 

※今後の設計等により変更が生じる場合があります 

南口駅前広場の概要 

〇整備面積：約 2,500 ㎡ 

〇車道幅員：7.0ｍ 

〇歩道幅員：3.5～6.0ｍ 

〇予定施設： 

思いやり乗降場、バス・シャトル

バス乗降場、タクシー乗降場、タ

クシープール、上屋（シェルタ

ー）、一時利用停車場 
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自由通路

南北駅前広場等

整備工事

設計 整備工事

仮駅舎設置 供用開始予定 仮駅舎解体


